
大川小事故検証委員会はどこで道をまちがえたのか 

——科学の誤用による人権侵害 

 

林 衛（富山大学人間発達科学部） 

	 

学制発布以来最悪の学校災害となった石巻市立大川小学校の事故検証委員会（以下，大川小

検証委または検証委）は，2014 年 3 月までに報告書をまとめ公開した（各種資料，議事録とともに

PDFで公開されている）。調査不足による不十分さを室崎益輝委員長自身も認めるが，「大川小学校

の事故は（24 あげた課題の）その全てが重なったために起きたのであり，どれか一つでも取り除かれ

ていれば，惨事は防ぐことができた」（検証委最終報告書「はじめに」）とする論理にはまちがいはな

いという。 

しかし，24 の課題をもとに室崎委員長が強調するポイントを検討するだけで，その論理では原因

究明とそれにもとづく再発防止は困難だと気づかされる。例えば，「学校が 4 階建てでなかったこと」

（校舎 2 階に登っていて被災したならば意味は大きいだろうが，実際には大津波に巻き込まれる直前

まで校庭に 50 分留まった），「地域の誰かが積極的にアドバイスすれば」（児童や保護者の提案を教

員集団が諫めてしまい，いかせなかった事実を軽視），「山に登る階段があれば」（実際には，階段が

なくとも裏山には簡単に登れた）との検証委員会による提案（とその問題点）にみられるように，事実

認識においても論理においても，疑問やまちがいばかりである。 

原因究明と再発防止を切に願う遺族，ジャーナリスト，研究者らによる調査・提言がないがしろにな

った結果，石巻市教育委員会による不十分な調査が遺族らへの二次被害をもたらしたのに引き続き，

未完成の検証の一人歩きが遺族らへの三次被害を生じてしまっている原因を考察する。 

誰のため，何のための検証なのかの議論が不十分であった 

9 回開催された大川小検証委の第 4 回以降を傍聴，現地調査を重ねてきた。第 4 回検証委後の

記者会見ではたまたま冒頭に質問機会が与えられ，「この委員会の設置目的について伺いたい」

「亡くなった児童，教職員の立場に立つというのが中立公正ではないか」と，検証委設置要綱が掲げ

る設置目的の再確認を求めた。阪神・淡路大震災の教訓を導き出すために編集者として，仕事をと

もにした室崎氏に，検証委休憩時間の際に同様の質問をしたところ，開口一番「裁判を起こすという

遺族もいるらしい」などと，訴えられかねない行政側への配慮をにじませる意見をもらっていた。 

心配したとおりであった。「第 1 回の委員会で，遺族に寄り添うということが第一の原点だということ

は，この調査委員会の理念として申し上げています。2 つ目には，この目的は，事実を明らかにし，

原因の究明をして，次の災害予防のために提言をするということを申し上げています。そのために，メ

ディアと被災者と，われわれの委員会，行政がしっかり，協力しあうところは協力しないといけないと

いうことを申し上げているので，それを繰り返し質問されるということはとてもつらいのです。同じことを

一つ一つ答えてはきりがないじゃないですか。もし初めてだとすれば，今までの委員会の議事録を

全部お読みになって質問されるのが礼儀ではないですか」（室崎委員長）と，質問に応えるのが「とて

もつらい」と告白した上で，議事録を読んでいない疑惑を掲げてまでさえして，亡くなった児童，教職

員の立場に立つのかどうかという質問への回答は避けられている。 

文部科学省が遺族に検証委員会を提案した 2012 年 11 月 25 日の第 2 回「4 者円卓会議」（遺族，



石巻市，宮城県教委，文部科学省の 4者

が，実際には遺族対他の３者という形で

向き合う）にて，文部科学省の前川喜平

官房長兼子ども安全対策支援室長が，

遺族が希望した遺族推薦者の検証委員

会への参加を認めると検証が「中立公

正」ではならなくなるという理由を述べ，

遺族の希望を排し，検証委員は文部科

学省が任命するという方針を示していた

（上述の会見の後，情報公開請求,遺族

からの聞き取りで判明）。その方針に従わ

ざるをえないと考える室崎氏には，それ以上の回答は「とてもつらい」ものだったと示唆される。 

委員長は「遺族に寄り添う」と語るものの，実際には震災直後に自ら現場に足を運び，遺体捜索に

始まって，学校やその周辺状況，関係者からの聞き取り，情報収集を 2 年以上にわたって積み上げ

てきた遺族の重要情報ほど，検証委は「ゼロベース」と称して厳しく検証した。例えば，ラジオで大津

波警報を聴いていたとの証言があれば，大川小学校にほんとうにラジオがあったのかどうか調べ，少

なくとも 1 台以上のラジカセがあったとか（小学校の各教室にはたいていラジカセは備えられている），

遺族が教室内でみつけた掛け時計の時刻から推定される津波到達時間が正しいのかどうか，その

時計が学校の時計なのか，何ｋｍも離れた集落から津波で運ばれてきた時計ではないのか検討する

必要があるなどと，真顔で議論していたのである。その一方，検証委が重視した匿名性をよいことに

「覚えていません」と以前の証言をあいまいにしてきた石巻市教委会側の説明はそのまま報告書に

掲載した結果，論点の考察は不明瞭になるばかりであった（匿名性や免責が検証の壁となった）。 

登れる裏山に登らなかった問題など，本質的な原因究明が避けられたのはなぜか 

すぐ裏山への避難，スクールバスなどの手段があったにもかかわらず，避難が遅れた結果

として生じた被災であるのはわかっていた。検証すべきは，なぜ避難が遅れたのか，登れる

裏山になぜ登らなかったのかといった原因である。ところが検証委は，当初の 2000 万円で
は不足するとする事務局（社会安全研究所）の求めに応じ増額された 5700万円を費やし，「被
災の原因は避難の遅れ」にあったと結論した。3700万円の追加費用の使途や目的が会見で問
われても，委員長は知らないと答え，事務局は守秘義務があるので答えられないとした。 
検証委員の一人は東北地方の津波防災に関わってきた首藤伸夫氏（津波工学）であり，事

務局はその娘の首藤由紀社会安全研究所所長が務め，宮城県教委や文部科学省による学校行

政の失敗が検証対象であるのに文部科学省や県教委が検証を指導・監視する。佐藤健宗検証

委員（弁護士）は鉄道安全推進会議事務局長として，「国土交通省の組織の中におかれた事故

調査委員会では，国土交通省の監督行政や制定した規則を批判的に調査の対象とすることに

困難がある」との声明を発していたが，教育行政の指導・監視のもと学校事故の検証にあた

るのに障害や苦労はなかった旨，会見で回答した。「遺族に寄り添う」とは語られたものも，津波

予測やハザードマップ，それらを用いた研修・防災教育の内容，学校集団に失敗をもたらし

た教育行政といった，肝心な問題には触れないコミュニケーション・検証の構造だったのだ。 
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林 衛：大川小事故検証委員会はなぜ混迷を続けるのか，市民研通信（電子版）は下からダウンロードできます

http://archives.shiminkagaku.org/archives/2014/02/2-11.html  

http://archives.shiminkagaku.org/archives/csijnewsletter_022_hayashi_20140115.pdf 
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Pending issues concerning the accident investigation at Okawa Elementary School 
—The importance of facing facts and transmitting to the next generation— 
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東北地方太平洋沖地震について近地地震波形を
使用して断層面上のすべり量分布を推定した．解
析には気象庁の震度観測点及び（独）防災科学技
術研究所が展開する強震観測網（以下，#$%&'，
#()*+,(-./01223），基盤強震観測網（以下，#(#$
)4-，5*(0!"#$%6/0!777）の観測点の強震波形を用いた．
この地震は破壊域が南北に約 8779:と広いので，
解析には東日本に展開されている観測点の中から
破壊域を取り囲むように選んだ．東北地方に展開
している気象庁の加速度計データは地震の直後に
生じたテレメターシステムの障害のため，記録が
途切れていたので本解析では用いていない．最終
的に解析に用いたのは気象庁震度観測点の 3点，
#$%&'の !点，#(#$)4-の 1;点（地下に埋設し
た点）の計 !;点である（第 16<68図）．加速度計
の記録を 1回積分して速度記録に変換し，周期 "
～ 177秒（周波数 7671～ 7618=>）のバンドパス
フィルターをかけ，768=>（!秒）間隔にリサン
プリングを行った．データは ?波の到着の前 17
秒間を含む !87秒を解析に用いた．
すべり量分布を推定する際，発震機構解として

@A(B90CD*E.D0FG'解のベストダブルカップルを使
用し，太平洋プレートの形状を考慮して西傾斜の
節面を解析に使用する断層面とした（走向 !71°，
傾斜 2°，すべり角 38°）．また，断層面の大き
さは，余震分布の広がりを基に走向方向 <"89:，
傾斜方向 1"89:の矩形断層とし，断層面全体を
12×"個の小断層に分割した（第 16<68図参照）．
また，各小断層の大きさは，走向方向 !89:，傾
斜方向 !89:とした．破壊の開始点は気象庁の決
定した震源の位置（北緯 ;3617°，東経 1<!63H°，
深さ !;6"9:）を用いた．0
各小断層の CI44)関数は波数積分法（J*AB,*)/0

1231）により，反射・透過行列（#4))4--0.)K0
#4IIL/012"2）を用いて計算した．非弾性減衰は複
素数の速度を用いる（武尾，1238）ことで考慮した．
波形計算の際に仮定した地震波速度などの構造は
MA0!"#$%60（!773）の論文を参考にし第 16<6!表のよ
うな水平成層構造を与え計算に使用した．各小断

第 16<68図　近地強震記録を使った震源過程解析結果
（.）モーメントレート関数．（E）断層面上のすべり
分布．星印は震源（破壊開始点）の位置，丸印は本震
発生後 1日以内に起きたG8以上の余震．×印は仮定
した小断層の中心位置，三角は解析に使用した観測点
を示す．すべり量のコンターは <:ごとである．水色
の長方形は津波波形記録より求めた海底が大きく隆起
した領域（=.L.+,(0!"#$%6/0!711）．

層のモーメントレート関数は底辺 3秒で <秒ずつ
ずらした計 !7個の三角形の基底関数で表される
と仮定した．つまり，各々の小断層における破壊
の継続時間は最大 3<秒となる．
以上の断層パラメータを設定のうえ，各小断層
でのすべり量を，吉田（!778）と同様に :AD-(ND40

＊　気象研究所　吉田0康宏（現　文部科学省）
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場所が多い．これは第 !と第 #段階の波（$波）
がほぼ同時に到着したためである．
また第 %&'&(図には青木ほか（!)%%）が短周期（'

～ *+,-）速度 ./$エンベロープを使った震動源
探索手法（$$0法）から求めた短周期波を強く
励起した場所も示してある．これにより大きな破
壊の端で短周期が励起されていることがわかる．
この特徴は遠地記録のアレイ解析から求められ
た結果とも調和的である（例えば 123445+!)%%）．ま
た，平成 6年（%""'年）三陸はるか沖地震（/(&6）
においても同様の現象が解析より求められている
（$789+!"#$%&5+%""6）．
第 %&'&*図に第 %&'&6図の観測点について，第 %

段階（破壊の開始から )～ #:秒），第 !段階（破
壊開始から #:～ *)秒），最終段階（破壊開始か
ら *)秒以後）における破壊が波形のどの部分に
寄与しているかを示した．これからも北（岩手県
や宮城県）の各観測点における !つのピークは
各々第 %と第 !段階に相当し，南（茨城県や千葉
県）の観測点では第 !と第 #段階の波が同時に到
着しているため，%つのピークになっていること
がわかる．
近地強震記録を用いた震源過程解析は他にも

第 %&'&(図　%)秒ごとの破壊のスナップショット
各々 %)秒間のモーメント解放量を示す．コンター

の間隔は :×%)!)+;<．菱形は青木ほか（!)%%）で求め
た短周期を大きく励起した場所を示す．

第 %&'&*図　各段階の破壊で励起された波形の比較
青，赤，緑が第 %，!，#段階に相当する．各観測点
の速度波形のスケールは右端に <=2単位で示している．

$>->?4+!"#$%&+（!)%%），@&A9234B7+!"#$%&+（!)%%）など
がある．これらのすべり量分布と比較すると細か
い違いはあるが，断層面の東端，日本海溝に近い
領域で大きなすべりが起きている点で一致してい
る．以上の結果は津波を大きく励起した領域が海
溝沿いにあることと調和的である．前述の遠地実
体波を用いた解析よりも顕著に見えている．近地
解析は遠地解析に比べて空間解像度が高いと考え
られるので，実際に海溝軸に近い領域に大きなす
べりが集中していたのであろう．ただ，解析に用
いることのできる観測点が北海道の一部を除き断
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